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１．概要（Summary） 

有機電子材料等の物質群について光学的な手法を用

いて、電子状態の解明を目指して研究を行っている。この

研究内容に関連し、機器利用を行った。ここではいくつか

の測定例について報告する。 

共役系高分子は様々なドーピングにより伝導キャリアを

有することが知られている。その伝導機構は複雑であるが、

光学的にテラヘルツ領域から可視光領域にわたる広いエ

ネルギー領域の分光を行うことにより、その詳細を明らか

にすることができる。我々は膜状試料を用いて研究を行っ

た。膜状試料の光学応答の解析においては膜厚の情報

が重要となる。この膜厚を測定するために、段差計を用い

た。 

さらに、有機低分子材料は、その多彩な分子種に応じ

て幅広いイオン化エネルギーと電子親和力をもつ。電子

供与性の高い分子と電子求引性の高い分子からなる分

子性固体は電荷移動錯体となり得る。錯体の電子物性を

理解するためには、錯体を構成する分子イオンの電子状

態を理解する必要がある。本研究では、発光測定によっ

て分子イオンの電子励起状態を調べるために、蛍光りん

光分光光度計を用いた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  

段差計、蛍光りん光分光光度計 

【実験方法】  

共役系高分子については、ドロップキャスト法により膜

状試料を作製し、段差計を用いて膜厚を計測した。有機

低分子材料については、電荷移動錯体を有機溶媒に溶

かし、蛍光りん光分光光度計を用いて室温における有機

低分子イオンの発光測定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

光学測定に用いた共役系高分子のドロップキャスト膜

試料の厚さは、段差計による測定の結果、15 ミクロン程度

であった。得られた膜厚と研究室所有の分光計測装置に

よる光学測定の結果から、光学定数を決定した。さらに光

学定数のスペクトルを詳細に解析することにより、ドーピン

グの程度やキャリアの性質について明らかにした。膜厚測

定により定量評価を行ったために、これまでに報告のある

他の共役系高分子材料との比較も行うことができた。 

有機低分子イオンの発光について、励起波長を紫外光

領域から近赤外光領域に変えながら、近赤外発光の測定

を行った。具体的には、励起光帯域を 200~500 nm と

500~1000 nm、発光帯域を 800~2300 nmに設定して、

励起スペクトルおよび発光スペクトルのマッピング測定を

行った。さらに、発光を詳細に調べるために、励起波長を

750 nm として 760~2300 nmの帯域の発光スペクトル測

定を行った。これらの測定では発光は観測されず、電子

励起状態の高速な緩和が明らかになった。 
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